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AMED 戦略的国際共同研究プログラム（SICORP） e-ASIA 共同研究プログラム
「がんに対する光線力学医療の展開」

東京工業大学 ・ 高知大学を中心とした日本 ・ インドネシア ・ 米国 三国間の国際共同研究プログラムが、
AMED 戦略的国際共同研究プログラム （SICORP） e-ASIA共同研究プログラムとして採択され、精力的に
研究が進められている。2022年から2024年までのプロジェクトで、当該分野の飛躍的な発展が期待できる。
本研究は、がんの早期発見から治療までを可能とする光線医療技術の飛躍的・国際的な発展を目指す
ものである。現在、アミノレブリン酸 (ALA)を用いたがんの光線力学診断 (PDD) ならびに光線力学治療
(PDT) が日本の研究開発代表者らのグループを中心に進められている。さらにがんの早期発見を目指した
光線力学スクリーニング (PDS) の開発も進められており、これらを統合した 「光線力学医療、Photodynamic 
medicine」 の概念が確立されつつある。本研究は、これらのALAを用いたがんの早期発見から治療の確立
までのプラットフォームをアジアにおけるがん医療の発展に資することを目的としている。また、米国のチー
ムを中心としてALAを用いたこの光線力学医療を促進する薬剤の開発も同時に進めてゆく。

東京工業大学生命理工学院 / 高知大学医学部光線医療センター顧問 小倉 俊一郎

【日本】
研究代表者：
小倉俊一郎
（東京工業大
学、生命理工
学院、准教授）

【インドネシア】
アノモ ボヲラク
ソノ
（インドネシア大
学、生物学部、
准教授）

【米国】
タイフーン
マーモゥド
（オレゴン州立
大学、薬学部、
教授）

【日本】
研究分担者：
井上啓史

（高知大学、
医学部泌尿
器科、教授）

高知大学医学部 降幡睦夫医学部長・花﨑和弘病院長との面談



光線医療 関連発表・講演

井上啓史センター長が、下記の光線医療関連の講演をされました。

5/11 (木)、膀胱癌 Update Seminar in Kanagawa 井上啓史先生
「光で診て、光で治す ～Photo-Theranostics Era～」

5/25 (木)、 PDD-TURBT SEMINAR in TOYAMA 井上啓史先生
「光で診て、光で治す ～Photo-Theranostics Era～」

5/29 (木)、わかしゃち泌尿器科セミナー 井上啓史先生
「光で診て、光で治す ～Photo-Theranostics Era～」

6/22 (木)、PDD-TURBT 講演会 in FUKUOKA 井上啓史先生
「光で診て、光で治す ～Photo-Theranostics Era～」
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